
　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
院
で
の
医
療
費

負
担
の
ほ
か
に
も
様
々
な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
出
産
育
児
一
時
金

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
、
出
生
児

一
人
に
つ
き
39
万
円
（
産
科
医
療
補
償
制
度

に
加
入
し
た
場
合
の
出
産
は
42
万
円
）
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
出
産
費
用
を
一
時
的
に
立
て

替
え
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
出
産
し
た

医
療
機
関
へ
支
払
う
直
接
支
払
い
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
。

●
葬
祭
費

　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
葬
祭
を
行

う
人（
＝
喪
主
）に
5
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
高
額
療
養
費

　

１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
り
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
を
高
額
療
養
費
と
し
て
返
還
し
ま
す
。
な

お
、
入
院
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に

「
限
度
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
ご
と
の
医
療
費
の
負
担
を
限
度
額

ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
療
養
費

　

医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
補
装
具
を
作
っ
た
と
き
、
保
険
証

を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き
な
ど
、
一

時
的
に
医
療
費
を
全
額
負
担
し
た
場
合
に
、

保
険
負
担
分
（
７
～
９
割
）
の
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
補
助

　

被
保
険
者
の
健
康
保
持
お
よ
び
増
進
、
疾

病
の
予
防
の
た
め
、
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

被
保
険
者
が
、
医
療
機
関
な
ど
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
た
と
き
、
入
院
や
転
院
等
の
移

送
に
費
用
が
か
か
っ
た
と
き
な
ど
も
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
住
民

課
保
険
年
金
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
合
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課　

保
険
年
金
担
当
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か
ら
の
お
知
ら
せ

～
年
末
調
整
、確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
納
付
さ

れ
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
手
続
き
の
際
ご
自
身
の
国

民
年
金
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申

告
で
き
ま
す
。（
そ
の
際
は
ご
家
族
分

の
証
明
書
も
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。）

　

課
税
対
象
者
と
な
る
受
給
者
の
方

（
64
歳
以
下
の
方
は
1
0
8
万
円
、
65

歳
以
上
の
方
は
1
5
8
万
円
以
上
）

に
は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出

期
限
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
告
に
よ
り
、

翌
年
中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か

る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　草津年金事務所 お客様相談室 ☎077-567-1311
　　　　　　　　控除専用ダイヤル ☎0570-058-555　　住民課　保険年金担当 ☎�6571

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す

『
扶
養
親
族
等
申
告
書
』

は
期
限
ま
で
に
提
出
し
ま

し
ょ
う

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
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